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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に

伴
い
人
々
の
働
き
方
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の
時

代
か
ら
、
仕
事
や
生
活
の
拠
点
を
地
方
に

シ
フ
ト
し
て
い
く
動
き
が
、
今
後
よ
り
進

む
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
方
創
生
へ
向
け
た
さ
ら
な
る
仕
掛
け
が

必
要
で
あ
り
、本
町
の
認
知
度
を
向
上
さ
せ
、

来
訪
機
会
の
創
出
・
拡
大
を
図
り
、
さ
ら
に

は
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
町
の
拠
点

と
な
る
施
設
「
地
域
活
性
化
施
設
」
の
整
備

を
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
役
場

と
松
久
駅
を
結
ぶ
地
域
に
お
い
て
地
権
者

の
方
々
の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
町
の
施

設
を
含
む
地
域
活
性
化
に
資
す
る
施
設
な

ど
を
誘
致
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
成
果
が

強
く
望
ま
れ
る
、「
健
幸
」「
美み

力り
ょ
く

」「
安
全
・

安
心
」
の
３
つ
の
分
野
に
関
す
る
施
策
を

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
付
け
、
横
断

的
か
つ
総
合
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、

よ
り
子
育
て
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町
立

小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
美

里
町
立
小
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
将
来
に
お
け
る
よ
り
良
い
教

育
環
境
と
充
実
し
た
学
校
教
育
の
実
現
の

た
め
、
適
正
な
規
模
な
ど
に
つ
い
て
引
き

続
き
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
心
身
と
も

に
健
康
で
、
生
き
生
き
と
豊
か
な
人
生
を

送
れ
る
よ
う
「
美
里
町
民
プ
ラ
ス
１ワ

ン

大
学
」

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
に

向
け
、
相
談
体
制
お
よ
び
検
査
・
医
療
体

制
の
整
備
な
ど
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

体
制
を
早
急
に
整
え
る
と
と
も
に
、
円
滑

に
接
種
を
開
始
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
ミ
ム
リ
ン
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を

主
軸
と
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
を
推
進
し
、

健
康
二
次
被
害
の
防
止
、
健
康
維
持
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

犯
罪
被
害
者
な
ど
の
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
美
里
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」

を
制
定
し
、
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
出
生

し
た
乳
児
の
保
護
者
に
乳
児
１
人
に
つ
き

10
万
円
を
「
ミ
ム
リ
ン
出
産
祝
金
」
と
し

て
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
の
発
達
に
心
配
の
あ
る

保
護
者
や
関
係
す
る
機
関
を
対
象
と
し
た

発
達
支
援
相
談
員
に
よ
る
巡
回
相
談
に
加

え
、
公
認
心
理
師
、
作
業
療
法
士
に
よ
る

支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目
な
い

支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
産
後
ケ
ア
事

業
を
新
規
に
開
始
し
ま
す
。
産
後
も
安
心

し
て
子
育
て
で
き
る
支
援
体
制
を
確
保
し
、

退
院
直
後
の
家
庭
の
心
身
ケ
ア
や
育
児
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
を
つ
な
ぐ
調
整
役
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、「
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
」

に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

　

令
和
２
年
度
に
行

政
区
の
集
会
所
全
38

施
設
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
設
置
い
た
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

収
束
し
た
際
に
は
、
救
急
蘇
生
法
に
よ
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

併
せ
て
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
い
ざ
と

い
う
時
に
町
民
の
生
命
を
守
る
た
め
救
命

措
置
技
術
の
向
上
お
よ
び
防
災
意
識
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
一
人
ひ
と
り
が
誇
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

美
し
の
里
の
実
現
に
向
け
て 

―

生
活
環
境

教
育
・
文
化

保
健
・
福
祉
・

医
療

主な事務事業を紹介します

教 育 ・ 文 化

・プログラミング教育に必要な教材の導入
・生活習慣病予防、健康増進を目的とした

運動教室を実施する
・町内の学校、保育園、幼稚園へ図書の貸

し出しを実施する
・後世に継承するため、「美里町の年中行事」

を集録した小冊子を刊行する

産 　 業

・ブルーベリーのブランド化に向けて、優良
品種の作付け転換を推奨し、販路開拓や新
たな加工品の開発を推進する

・エゴマの定植方法や生育管理の研究を行い、
生産面積の拡大や生産性向上に取り組む

・専門的なスキルや経験を有する民間企業の
かたを活用する事業を実施し、町の特産品
の販路拡大に努める

・市民農園で実際に作付けをし、優良事例の
積み上げと普及に努める

・中小企業、個人事業者支援給付金や農業者
支援、商品券などの経済対策を実施する

・さまざまな媒体を活用し、町の観光や特産
品のＰＲに努める

保 健 ・ 福 祉 ・ 医 療

・「第８期美里町高齢者福祉計画・介護保険事
業計画」「第２次美里町地域福祉計画」の策定
を行う

・民間保育所および子育て支援センターへの
支援を実施する

・多子家庭、放課後児童クラブの保育料の
軽減

・自立支援型地域ケア会議のアドバイザーを
増員し、健康の維持やフレイル防止に向け
た支援を強化する

・各種検（健）診の受診率の向上に努める

街 づ く り

・「美里町空き地バンク制度」「埼玉県北部地
域空き家バンク制度」の普及啓発、定住促
進奨励金制度の利用推進を図る

・町内に14箇所ある造成地の変動予測調査を
実施する

・道路改良、道路維持、河川管理、公園など
の適正な維持管理に努める

生 活 環 境

・第２浄水場と第１水源の浸水対策の方針を
決定し、水道ビジョンなどを修正する

・上水道、下水道、農業用集落排水の料金の
あり方を検討し、適正な維持管理に努める

・配水管および導水管の布設替え工事を実施
する

・町内全域でのパトロールにより、安全・安
心なまちづくりに努める

　令和３年度から令和７年度までの５年間を計画期間とする「第５
次総合振興計画後期基本計画」の策定に併せ、人口維持・減少対策
に特化した「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」、大規模自
然災害発生前の防災・減災対策をまとめた「国土強靱化地域計画」
の策定作業も進めています。（４月１日現在策定済みです。）
　コロナ禍を「変化の機会」と前向きに捉え、アフターコロナの社
会を見据えて、これまで以上に地方創生を推進し、本町が「選ばれ
るまち・住み続けたいまち」を目指して取り組んでまいります。
　議員各位並びに町民の皆様には、格別なるご理解とご協力を賜
りますよう心からお願い申し上げ、私の町政運営に対する施政方
針といたします。

令 和 ３ 年 度

施 政 方 針

新
規
・
重
要
事
業

　３月２日㈫、令和３年第１回美里町議会定
例会の冒頭で、原田町長が令和３年度の町政
運営に対する基本的な考え方である施政方針
を表明しました。その中から、まちの進む未
来や今後の取り組みをお伝えします。

美
里
町
長
　
原
田
信
次


